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最近の地球温暖化"狂想曲"（著者の言葉）が、地球史の中で本当にそうなのかと疑問に感じている地球科学者は私を含めて少なくないであろう。この書は正に待ちに待たれた書であり、地球温暖化論の問題点を地球科学者の目で真正面から議論し、温暖化論が過ちであると断罪し、真に緊急・深刻な地球環境問題への科学的対策の必要性を訴えた書である。

地球科学分野で、まぎれもなく世界の最前線をリードしてきている数少ない日本人科学者の一人であり、超多忙な著者が、こんな"俗っぽい"表題の書を出したことに驚いて手に取ったのだが、息つく暇も無く読み通してしまった。そして、著者は止むに止まれず、本題にとりくますにはいられなかったのではないかと感じた。それは、科学的な装いをしながら、科学と地球科学を冒涜しているＩＰＣＣ、世界と日本、とりわけ日本の科学者らとメディアに対する心底からの怒りではなかったかと想像された。本書を、日本の全ての地球科学者が目を通すべき書と信じて紹介する。

第一章「地球温暖化狂想曲」では、まずアル・ゴア元米国副大統領の著作「不都合な真実」の映画に端を発し、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）報告で本格化し、メディアによって狂想曲に仕立てられた地球温暖化論の発端と、その馬鹿らしさ加減を判り易く解説している。続いてIPCC報告の異様なデータ操作と基本的な間違いと欠陥を指摘し、京都議定書は「人類最大の知的汚点」と断罪している。

第二章「二酸化炭素犯人説の崩壊」では、まず最近数十年間の二酸化炭素量の変化は、気温変化の後を追っており、気温変化がCO2量変化の原因であって、結果ではないことを示し、ＩＰＣＣ報告の論理破綻を示した。続いて地球の気温変化の原因として、太陽の活動度、地球磁場（と宇宙線）の強度、火山噴火とミランコヴィチッチサイクルが大きいことを明確かつ判り易く示した。そして、これらに比較できないほど小さい効果のＣＯ２ガスを、あたかもそれだけが原因で地球温暖化が進んで行くような書き方をしているＩＰＣＣ報告と、それを短絡して囃し立てているメディアの誤りを明確に指摘した。そして、東京工業大学の理学流動機構による広範な分野の専門家による最近の共同研究が、2010年から地球は寒冷化に向かうという結論を得たことを紹介し、IPCC報告の誤りと欠陥性を一層浮き彫りにした。そしてこの章の最後では、温暖化論の誤りが明らかであるにも関わらず、それをわかっていて批判しない科学者、丸呑みにして対策に狂奔する日本政府、それを煽るマスコミの責任を指摘している。

第三章「寒冷化は確実にやってくる」では、まず地球気温の変動史を現在から46億年前、40万年前、1万年前、1800年前に遡っていろいろな精度で示し、（1）現在は10万年サイクルの間氷期（ヴルム後）であり、その中の約1万年間の大温暖期間の終わりの急激な寒冷化が起こる直前の時期であること、（２）この1万年の間氷期の中にも2000年から500年周期の変動があり、今から約500年前に寒冷な期間（小氷期）があって、現在はその後の温暖期に当たっていること、（３）過去1800年間の気温変化を10年レベルの精度で追跡すると、小氷期や小間氷期の期間でも、平均気温の上下で４℃前後の変動がほぼ100年ごとに起こっている。現在はその高温ピークを過ぎて、低温に向かう直前であること、（４）上記の最近５００年前以降の１００年周期の気温変動は、太陽活動及び宇宙線活動の変動によく対応していること、（５）最近300年間の太陽活動度には、周期１００年で大きな谷（最低温期）があり、この周期でみると２０３５年前後の時期が再び大きな谷になると予想されること、そして（６）以上のすべてのことから、地球寒冷化は数年以内に開始され、２０３５年ころには小さな最寒冷期になると結論している。

この章の後半では、章の前半の結論を踏まえて、過去の寒冷な時代の人類社会の対応を参照しつつ、寒冷化対策に緊急にとりくむ必要性を指摘している。とりわけ、寒冷化に伴う全地球的な農産物収穫量の減少による世界的な食料危機に備えて、緊急に世界的に人口調整を開始する必要性を強調している。

第四章「本当の危機は何か」では、科学の細分化による実社会における科学の有効性減少から、広領域科学の重要性を強調すると共に、実社会における科学の活用を図らねばならないと指摘した。そして、人類社会の進展に伴って次々と排出される新物質による大気と水の汚染が、グローバル化（均一化）された人類の大量絶滅につながる危険性があると指摘している。そして、これらのことも緊急に取り組まねばならない地球環境の重要問題であると警告している。

第五章「人類の知恵と未来」では、まず日本社会における科学の未成熟性、科学と論理を理解しない社会と行政の貧弱性、そのために官民一体の温暖化狂想曲を奏でさせられている現状を指摘した。次に地球４６億年の歴史における生命と人類の進化史を大観し、現在の巨大な人類社会の発展が、地球の生命の歴史からみて非常に異常で大変に危険な状態にあることを浮き彫りにしている。そして、まさにこのことこそが地球環境悪化の最大の原因であり、地球環境問題の最も効果的な対応策としても、人口減少政策が必要であることを強調している。とりわけ、日本の人口維持を目的とする“少子化対策“は、この観点からも全くの誤りであると指摘している。そして、寒冷化による人類の危機に対処するためには、哲学、自然科学、工学などすべての学問分野が連携して対策を切り開いて行く必要性があることを強調している。

エピローグでは、本書の内容を簡潔にまとめ、過去１００年間の温暖化は地球の自然の気温変動のリズムであって、CO2犯人説は全くの誤りであることを強調している。そして、数十年後に迫っている寒冷化と化石燃料枯渇に備え、人類は国境を越えて協力して温暖化対策でない真の対策に取り組まねばならないと指摘している。

本書は随所で、この著者ならではの明快な議論で、現在の圧倒的な地球温暖化“狂想曲”を断罪している。本文にはいろいろと舌足らずのところ、或いは説明順がちぐはぐな部分もあるが、それらを越えて、本書は全体として納得でき、日本の大衆に対して地球温暖化論の誤りを強く訴えるとともに、地球環境論における地球科学の重要性を強調できる書となっている。但し、データソースが一部について明確でなく、引用文献表がないのは唯一残念なことである。

なお、本書の数ヶ月後に発行された同じ著者による「科学者の９割は『地球温暖化ＣＯ２犯人説』はウソだと知っている」（宝島社新書）は、著者の主張をより直裁にわかりやすくまとめた好著である。また、同じ頃に出版された赤祖父俊一著「正しく知る地球温暖化－誤った地球温暖化論に惑わされないために」（2008年７月発行、誠文堂新光社）は、IPCC報告に真正面からとりくみ、その誤りを詳しく明確に指摘している好著であり、本書と併せて読まれることをお勧めする。

吉田勝（ゴンドワナ地質環境研究所）
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